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Ⅰ．はじめに

大学・短期大学への志願者総数に対する入学者総数

の割合は90％以上を超え、社会ではいわゆる大学全入

時代が到来したと言われている。こうした中で、大学

教育全体の大きな課題として、学士課程で学生が身に

つけるべき学習成果を明確にしていくことが求められ

ている。平成20年中央教育審議会答申「学士課程教育

の構築に向けて」1）では、各専攻分野を通じて培う学

士力として、「１．知識・理解（多文化・異文化、人類

の文化、社会と自然に関する知識の理解）」「２．汎用

的技能（コミュニケーション・スキル、論理的思考力、

問題解決力、等）」「３．態度・志向性（自己管理力、

倫理観、生涯学習力、等）」「４．統合的な学習経験と

創造的思考力」が学習成果に関する参考指針として示

された。看護系大学においても、このような指針が作

成されていることの背景も踏まえ、学生の実態に即し

た学習成果の具体的な達成水準等を主体的に考えてい

くことが求められている。平成21年「大学における看

護系人材養成の在り方に関する検討会　第一次報告」

では2）、今後の大学における看護系人材養成の基本方

針として、「看護系人材は人の支援に関わる専門職で

あることから教養教育を充実する」ことが教育内容の

見直しの方向性の一つとして挙げられた。これはすな

わち、学士課程では看護を取り巻く幅広い知識体系を

学び、社会や環境との関係において自己を理解するた

めの素養や、創造的思考力を育成するための教養教育

を前提に、健康保持増進・疾病予防を含めた看護師等

の基礎となる教育を充実していく必要があることを示

している。

目白大学看護学部のカリキュラムでは、教養科目で
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ある基礎教育科目（以下、基礎教育科目とする）が43

科目開講され、「人間理解を深め、人間の文化と生活を

豊かにするための教養科目や国際社会に対応できるた

めの基礎となる科目を学習する」ことにその目的を置

いている。この目的に沿って学習することで、幅広い

豊かな人間性を育み、専門領域の学習への発展も期待

できる。しかし、現状は必修科目以外の基礎教育科目

を履修する学生が極端に少なく、基礎教育科目を学ぶ

目的が学生に十分理解されていない可能性がある。ま

た、教員がそのねらいを十分伝えきれていない可能性

がある。

他大学においても基礎教育科目の履修に関して、い

くつか課題が報告されている。守田3）は一般教養科目

である「化学」は、看護の専門科目と深く関連した科

目であるものの、看護系大学のほとんどで選択科目で

あり、「化学」の必修化あるいは履修指導科目であるこ

とが、今後の看護基礎教育において重要な課題である

ことを指摘している。また、鈴木4）は一般教養科目の

拡充が必要な理由を、１．専門基礎科目の受講に必要

な共通語たる概念の提供、２．物質や生物および自然

現象に対する一般的な理解力の底上げ、３．学生達の

講義へのモチベーション維持であると提言している。

一方、野坂ら5）は看護系大学において、一般教養科目

が看護学教育および看護実践教育とどのように関連さ

せつつ行われているか、その実践報告の中で一般教養

科目を担当する教員と看護系の専門科目を担当する教

員が相互に理解し、教育目標に向けた協力は欠かせな

いことを強調している。このように基礎教育科目は、

看護学のような実学とは性格を異にしており、さらに

直接的なつながりが少ないことから、学生が基礎教育

科目の重要性を理解し履修できるような工夫が「教養

教育の充実」の鍵になると考えられる。

そこで、学生が基礎教育科目を学習する意味を自ら

自覚して学び、専門領域の学習に発展させられるよう

な教育方法を検討することが必要であると考えた。例

えば、カリキュラム上の各科目の位置づけと関連を可

視化し、学生の理解を促進するような媒体を作成する

方法などが挙げられる。このような教育方法が明確に

なれば、入学当初に抱く「看護師になりたい」といっ

たモチベーションを維持し、高めつつ、学生が主体的、

創造的に学習する方法を身につけることが基礎教育科

目で可能になると考えられる。したがって、本研究は

今後、カリキュラムへの検討も視野に入れた教育方法

を検討するために、看護学部に所属する学生の基礎教

育科目の選択動機や科目へのニーズ、看護師を目指す

ものとしてのモチベーションについて実態を明らかに

することを目的とした。

Ⅱ．研究方法

１）対象

目白大学看護学部（2009年度）に在籍する１年生か

ら４年生までの学生369名であった（１年生105名、

２年生100名、３年生76名、４年生88名）。

２）調査時期

2009年11月下旬から12月上旬。

３）調査内容

本研究目的に類する先行研究が少なく、参考となる

調査内容がなかったため、本研究に携わる教員全員

で、看護学生が基礎教育科目を選択する動機やニーズ

に関する質問10項目、基礎学力に関する学生の考え

についての質問３問、看護師を目指すモチベーション

に関する質問５項目、計18項目を独自に作成した。ま

たこれらの項目を４段階の間隔尺度で質問した。

４）調査方法

調査票の配布は、一斉授業あるいはクラス別授業、

グループ別学習時に、研究に携わる教員が調査の目

的、方法および倫理的配慮について、趣意書を用いて

口頭で説明し実施した。また調査票の回収は、回収箱

への投函あるいは教員の指定した場所への提出によっ

て回収した。

５）倫理的配慮

倫理的配慮については、研究参加は自由であるこ

と、調査協力しない場合や参加を途中で辞退した場合

においても不利益を被らないこと、無記名調査である

こと、調査前に口頭で説明し、調査票の提出をもって

同意ありとみなした。

６）分析方法

18項目毎に４学年全体と学年別の記述統計を算出

し、回答の傾向について比較分析した。
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問１． 基礎教育科目と専門教育科目の区別が分かる

問 2． 基礎教育科目のうち専門（看護）科目と関連の強い科目とそうでない科目があるが、後者の外国語や

　　　　一般教養的な科目が何のためにあるか分からない

問３． 選択科目の外国語や一般教養的な科目は履修したいが、時間割や実習の都合

　　　　で履修できないことがある

問４． 選択科目の外国語や一般教養的な科目はシラバスを読み履修している

問５． シラバスは履修する科目を決める上で重要である

問６． 選択科目の外国語や一般教養的な科目には関心がない

問７． 選択科目の外国語や一般教養的な科目を増やして欲しい

問８． 大学では専門的な知識と技術だけ学べばよいと考える

問９． 目白大学のカリキュラムは専門科目に偏っていると思う

問 10． 目白大学のカリキュラムは専門と基礎のバランスが取れていると思う

問１（N＝302）

問２（N＝304）

問３（N＝303）

問４（N＝297）

問５（N＝305）

問６（N＝305）

問７（N＝303）

問８（N＝302）

問９（N＝298）

問 10（N＝300）

75

42 140 104 18

6 31 203 63

62 187 33 15

99 146 48 8

63 133 90 19

28 72 159 46

42 165 8610

97 166 1920

145 126 1611

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

161 54 12

分かる（その通り） どちらかと言えば分かる（その通り） どちらかと言えば分からない（違う） 全く分からない（全然違う）

表１．看護学生の基礎教育科目の選択動機やニーズ	 注）図中の数値は実数を示す
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問 11． 自身の基礎学力（日本語の読み書きや思考力）が足りないと感じる時がある

問 12． 基礎学力をつけるための授業科目が欲しい

問 13． 高校の復習のような勉強はしたくない

問 14． 理想（目標）とする看護師像を持っている

問 15． 広い視野で物事を見られるようになりたい

問 16． 将来、自分の仕事に誇りが持てそうに思う

問 17． 海外で働きたい

問 18． 大学での生活は自分の人生の中で楽しい時間だったと言えそうだ

99

60 139 82 19

57 106 118 20

111 154 33
3

2
1

3

241 57

116 148 34

24 57 116 103

100 141 42 14

140 54 7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

分かる（その通り） どちらかと言えば分かる（その通り） どちらかと言えば分からない（違う） 全く分からない（全然違う）

問 11（N＝300）

問 12（N＝301）

問 13（N＝301）

問 14（N＝331）

問 15（N＝301）

問 16（N＝300）

問 17（N＝297）

問 18（N＝301）

Ⅲ．結果

対象者369名に調査票を配布し、１年生74名、２年

生83名、３年生69名、４年生76名から回答が得られ、

総数305名であった（回収率および有効回答率ともに

82.6％）。

基礎教育科目の選択動機に関する項目から結果を述

べる。表１のとおり、問１「基礎教育科目と専門教育

科目の区別」は学生全体で「分かる」75名（24.6％）、

「どちらかと言えば分かる」161名（52.8％）であり、

約８割の学生が「分かる」と回答した。問２「基礎教

育科目のうち専門（看護）科目と関連の強い科目とそ

うでない科目があるが、後者の外国語や一般教養的な

科目が何のためにあるか」については、全体で「分か

る」42名（13.8％）、「どちらかと言えば分かる」140

名（45.9％）であり、半数以上の学生が「分かる」と

回答した。一方で、問３「選択科目の外国語や一般教

養的な科目は履修したいが、時間割や実習の都合で履

修できないことがある」では、学生全体で「どちらか

と言えば違う」203名（66.6％）、「全然違う」63名（20.7

％）であった。問４「選択科目の外国語や一般教養的

表２．看護学生の基礎学力に関する考えと看護師を目指すモチベーション	 注）図中の数値は実数を示す
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な科目はシラバスを読み履修している」については、

学生全体で「その通り」62名（20.3％）、「どちらかと

言えばその通り」187名（61.3％）であり、８割以上の

学生がシラバスを読んだ上で履修していた。また問５

「シラバスは履修する科目を決める上で重要である」

項目では、学生全体で「その通り」99名（32.5％）、「ど

ちらかと言えばその通り」146名（47.9％）であり、シ

ラバスが科目履修に際し活用されている実態が明らか

になった。さらに問６「選択科目の外国語や一般教養

的な科目には関心がない」という項目について、学生

全体で「その通り」63名（20.7％）、「どちらかと言え

ばその通り」133名（43.6％）であり、６割の学生が

「関心はない」と回答した。また問７「選択科目の外国

語や一般教養的な科目を増やして欲しいか」について

は、学生全体で「その通り」28名（9.2％）、「どちらか

と言えばその通り」72名（23.6％）であった。問８「大

学では専門的な知識と技術だけ学べば良いと考える」

項目では、学生全体で「どちらかと言えば違う」165

名（54.1％）、「全然違う」86名（28.2％）であった。

次にカリキュラムに関する質問では、問９「目白大学

のカリキュラムは専門科目に偏っていると思う」が、

学生全体で「どちらかと言えば違う」166名（54.4％）、

「全然違う」19名（6.2％）であった。さらに問10「目

白大学のカリキュラムは専門と基礎のバランスが取れ

ていると思う」が、学生全体で「その通り」11名（3.6

％）、「どちらかと言えばその通り」145名（47.5％）で

あった。

さらに基礎学力に関する学生の考えについて表２に

結果を示す。問11「自身の基礎学力（日本語の読み書

きや思考力）が足りないと感じる時がある」項目では、

学生全体で「その通り」99名（32.5％）、「どちらかと

言えばその通り」140名（45.9％）であり、学生の半数

以上が「足りない」と感じる経験をしていた。また問

12「基礎学力をつけるための授業科目が欲しい」項目

では、学生全体で「その通り」60名（19.7％）、「どち

らかと言えばその通り」139名（45.6％）であり、学生

の半数以上が基礎学力をつけるための授業を望んでい

た。さらにその学習方法については、問13「高校の復

習のような勉強はしたくない」項目で、学生全体で

「その通り」57名（18.7％）、「どちらかと言えばその通

り」106名（34.8％）であった。

履修科目の選択やその考え方に影響すると考えられ

た看護師を目指すモチベーションに関しては、問14

「理想（目標）とする看護師像を持っている」に対し、

学生全体で「その通り」111名（36.4％）、「どちらかと

言えばその通り」154名（50.5％）であり、８割以上の

学生が目標とする看護師像を持っていた。また問15

「広い視野で物事を見られるようになりたい」という

項目では、学生全体で「その通り」241名（79.0％）、

「どちらかと言えばその通り」57名（18.7％）であっ

た。問16「将来、自分の仕事に誇りが持てそうに思う」

項目では、学生全体で「その通り」116名（38.0％）、

「どちらかと言えばその通り」148名（48.5％）であっ

た。また問17「海外で働きたい」では、学生全体で

「どちらかと言えば違う」116名（38.0％）、「全然違う」

103名（33.8％）であった。さらに問18「大学での生

活は自分の人生の中で楽しい時間だったと言えそう

だ」の項目で、学生全体で「その通り」100名（32.8

％）、「どちらかと言えばその通り」141名（46.2％）で

あった。

Ⅳ．考察

看護系の学士課程教育において看護実践力の育成に

直結する専門科目と同様に、一般教養科目も重要であ

ることは認識されている。しかし一般教養科目と専門

科目の関連に注目したカリキュラム研究が少ない現状

において、カリキュラムへの検討も視野に入れた教育

方法を検討するためには、学生の基礎教育科目の選択

動機や科目へのニーズ、看護師を目指すものとしての

モチベーションについて実態を明らかにすることが重

要であると考えた。

本調査結果から明らかになったことは、看護学部の

学生全体の約８割が、基礎教育科目と専門教育科目の

区別は「（どちらかと言えば）分かる」と回答してお

り、基礎教育科目のうち外国語や一般教養的な科目が

何のためにあるのか「（どちらかと言えば）分かる」と

回答した学生も約６割にとどまっていた。当初、これ

らの選択科目の履修は時間割や実習の都合に影響され

ている可能性があると推測していたが、学生全体では

「（どちらかと言えば）違う」と回答した割合は８割以

上であり、時間割や実習の都合によって履修できない

状況ではないことがわかった。さらに、「大学では専門

的な知識を技術だけ学べばよい」と考える学生は全体

で１割であったものの、「選択科目や一般教養的な科

目への関心」や「それらの科目の増加」を望んでいる

学生は教員が予想していた以上に少なかった。すなわ
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ちこの結果は、学士課程教育の主要な特徴の一つであ

る教養教育を履修する目的を学生が十分に理解できて

いない結果であると考える。事実、先行研究において

も看護基礎教育における教養教育の位置づけを模索し

ている現状が報告されていることから3-5）、一般教養科

目を履修する意味を学生に十分に伝えきれていない可

能性がある。さらに「選択科目や一般教養的な科目へ

の関心」は高学年になるほど「関心がない」と回答し

た学生は増加したが、「選択科目や一般教養的な科目

の増加」を希望している学生は高学年ほど多かった。

また基礎学力に関する学生の考えは、「基礎学力が足

りないと感じる時がある」と回答した学生が、全体の

約８割おり、「このための授業科目が欲しい」と回答し

た学生は全体の６割であった。特に基礎学力の不足を

感じている学生の数は高学年につれて増加しており、

教養科目は専門基礎科目の受講に必要な共通語たる概

念を提供するもの4）であることからも、専門教育科目

を学ぶ過程で、基礎学力の不足を感じていた学生が多

かった可能性がある。これらの結果に類する報告6）で

は、学年が上昇するにつれて学生は倫理の勉学の必要

性を認めている。本学においても４年間の看護基礎教

育カリキュラムでは、選択科目や一般教養的な科目は

１年生から２年生中心に配置されており、学生の内発

的動機付けに直接影響する専門看護学実習は主として

３、４年時に配置されていることから、専門看護学実

習を経験した学生がその後に教養科目を学ぶ意味を理

解し、履修を希望している結果であると解釈できる。

さらに、看護師を目指すモチベーションに関しては、

学生全体の８割以上が「理想とする看護師像」を持っ

ており、「広い視野で物事を見られるようになりたい」

と回答していることから、看護師になりたいというモ

チベーションは維持できていることが明らかとなっ

た。

以上、本結果から学生が主体的に学び、専門領域の

学習に発展させられるような教育方法としては、カリ

キュラム上の各科目の位置づけと関連を明確にするこ

と、また可視化するための媒体としては、「選択科目や

基礎教育科目の履修を決定する上でシラバスを読む、

重要である」と回答した学生が全体の８割以上であっ

たことからも、シラバスの内容やその活用方法を検討

することが重要であろう。特に選択科目である外国語

や一般教養的な科目を、学生が自主的にどの学年にお

いても履修できるようなシステムを検討することも必

要であると考える。一般教養科目の充実や専門科目と

の関連を考慮した看護学教育カリキュラムについて検

討した柴田ら7）の報告においても、「看護基礎教育に

おける教養教育の役割とその位置づけ」、「教養教育充

実にむけての戦略」が各大学の取り組む内容として挙

げられている。今後は本学が養成したい看護系の人材

を育成するために、本結果から明らかになった学生の

状況を踏まえて教養教育を充実させるための取り組み

について検討することが課題であると考える。

Ⅴ．結語

本研究は、看護学部に所属する学生（１年生から４

年生）の基礎教育科目の選択動機や科目へのニーズ、

看護師を目指すものとしてのモチベーションの実態を

明らかにすることを目的に調査した結果、以下の結論

を得た。

１）基礎教育科目と専門教育科目が異なること、ま

たそれを学ぶ目的を認識しているのは、学生全体の約

６割にとどまっていた。

２）大学では専門的な知識や技術だけ学べばよいと

考える学生は全体の１割であったものの、選択科目や

一般教養的な科目に関心のある学生は全体に４割であ

り、それらの科目の増加を望んでいる学生は全体の３

割であった。

３）選択科目や基礎教育科目の履修を決定する上で

シラバスを読む、重要であると回答した学生は、全体

の８割以上であった。

４）基礎学力については、学生全体の８割以上が足

りないと感じる時があると回答し、このための授業科

目が欲しいと回答した学生は全体の６割であった。

５）学生は全体の８割以上が、「理想とする看護師像

を持って」おり、「広い視野で物事を見られるようにな

りたい」と回答しており、看護師になることへのモチ

ベーションを維持できていた。
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